
屋根詳細図　1/250

4,
50

0
4,

50
0

10
0

90
0

▼２階

▼１階

▼R階
▲軒高

▼最高高さ

集成材小梁WP
240×600

シェルアーチ集成材
240×1,200WP

テンション・タガ・リング
鋼棒10Φ

冷温輻射パネル

ベンチ自然換気窓

シェルアーチ集成材
240×1,200WP

吊り鋼棒 50Φ

木ルーバー
30×100 UC

2,
50

0

集成材 240×800 WP

2,
70

0
1,

32
0

カウンター
フリーアクセス
フロアH300

冷温水式フロア

待合 営業室

休憩室

ふっ素樹脂鋼板 ｔ0.35
防水材ブチルゴムシート ｔ1.0
硬質ウレタンフォーム ｔ50
硬質木片セメント板（曲面仕様）

3,
91

0

3,
20
0

80
80
0
42
0

1,200
500300

溝 120×50×25×3曲げ加工

アルミ切板仕上ｔ3

ロールカーテンボックス
照明

ベンチ

パネル頭押え 100ｔ12
冷輻射パネル

集成材小梁
240×600 WP

シェルアーチ集成材
240×1200 WP
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シェル・アーチ集成材 フラットウォール

吊り鋼棒

テンション・タガ・リング
トライ－ハイブリッド（TRI-HYBRID）構造架構概念図

テンション・タガ・リング変形拘束概念図
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テンション・タガ・リングによる拘束

北見信用金庫紋別支店

北見信用金庫の中で西オホーツク地域の拠点店舗
として位置付けられている北見信用金庫紋別支店
の改築工事は、プロジェクトそのものが地域の産
業に寄与すべく計画された。紋別市は「海のまち
」として知られている一方、市域の大部分が森林
であり、林業再生を先導している。このような背
景から、地元材を含む道産材の活用による木構造
に取り組んだ。
設計にあたっては、構造材、仕上材すべての木材
を紋別地域を含む北海道産の材料を用い、地元工
場での加工、地元の施工業者による施工など地元
の技術を最大限に引き出す取り組みを行った。そ
の地元の技術を象徴的にアピールするため、交差
点に面して配置した扇状の待合ロビーを２層吹抜
けの無柱空間とし、放射状に配置された大断面集
成材の柱梁を現し、木に包まれた店舗を実現した。
カラマツ集成材の構造材のほかに、階段手すりや
ルーバーにセンの無垢材を用い、カウンターなど
の家具にも木をふんだんに使うなど、道産木の多
様な魅力を感じられる空間とした。
構造は木－RC－鉄骨の3種類の材料特性を最大限に
活用した『トライ－ハイブリッド（TRI-HYBRID）』
構造を採用し、木材の高い比強度などの良さを活
かしつつ、耐震性能やクリープなどの弱点をRC・
鉄骨で補う適材適所の材料配置により、地元の業
者でも施工可能な新しい構造架構空間を創出した
。

集成材建て方(クレーン作業時) 集成材建て方(完了時)

大断面集成材をライトアップした南側夜景

敷地：北海道紋別市
構造：木造＋RC造 地上2階
敷地面積：1 , 5 8 4 . 6 0㎡
建築面積：6 8 6 . 7 0㎡
延床面積：1 , 1 4 1 . 5 5㎡
最高高さ：1 2 . 8 7 8m

待合ロビーを見る

大断面集成材を用いた2層吹抜けの待合

集成材の架構が見える休憩室 杉板化粧型枠を使用したRC外壁

セン材を使用した階段手摺とルーバー


